
〈プログラム 〉

開場（8:30～）

開会挨拶（9:00～9:05）会長 福岡市立こども病院整形・脊椎外科 柳田晴久

Session1（9:05～10:20）座長 慶應義塾大学整形外科 渡辺航太

演題 1（9:05～9:20）

「鎖骨頭蓋骨異形成症に伴う側弯症に対して手術加療を行った 2 例について」

神戸医療センター整形外科

○河本和泉 堂垣佳宏 宇野耕吉 乾 義弘 川北晃平 鈴木哲平 蔵川拓外

演題 2（9:20～9:35）

「Hemiepiphysiodesis が有効であった先天性側弯症の 2 例」

慶應義塾大学整形外科

○佐々木遼 藤井 武 大門憲史 藤田順之 八木 満 中村雅也 松本守雄 渡辺航太

演題 3（9:35～9:50）

「先天性側弯症に growing rod を行い crankshaft phenomenon を生じた 1 例」

岡山大学整形外科

○小田孔明 杉本佳久 瀧川朋亨 塩崎泰之 田中雅人 尾﨑敏文

演題 4（9:50～10:05）

「二分脊椎に合併した後弯症に対する矯正固定術施行例の経過報告」

岐阜市民病院整形外科・脊椎センター

○宮本 敬 清水克時 近藤祐一

岐阜大学地域医療運動器医学

野澤 聡 伏見一成

岐阜大学整形外科

岩井智守男 秋山治彦

演題 5（10:05～10:20）

「split cord malformation に伴う早期発症脊柱側弯症の 1 例」

大阪市立総合医療センター整形外科

○松村 昭 並川 崇 加藤相勳 藪 晋人



休憩（10:20～10:30）

Session2（10:30～11:30）座長 福岡市立こども病院整形・脊椎外科 柳田晴久

演題 6（10:30～10:45）

「治療に難渋した Infantile Marfan 症候群の 1 例」

東京大学整形外科

○谷口優樹 松林嘉孝 大島 寧 筑田博隆 田中 栄

演題 7（10:45～11:00）

「Growing rod 法で治療中に著明な Proximal junctional kyphosis を来した

Shprintzen-Goldberg syndrome に伴う側弯症の 1 例（続報）」

慶應義塾大学整形外科

○藤井 武 大門憲史 藤田順之 八木 満 松本守雄 渡辺航太

演題 8（11:00～11:15）

「変容性骨異形成症による早期発症側弯症に対し Growing Rod 法を施行した 1 例」

獨協医科大学整形外科

○山本紘嗣 森平 泰 稲見 聡 竹内大作 上田明希 浅野太志 中山健太朗

小曽根和毅 種市 洋

演題 9（11:15～11:30）

「変容性骨異形成症に伴う症候性後側弯症の 1 例」

名城病院整形外科・脊椎脊髄センター

○齊藤敏樹 川上紀明 辻 太一 小原撤哉 田内亮吏 松井寛樹

総会（11:30～11:45）

閉会挨拶（11:45～11:50）会長 福岡市立こども病院整形・脊椎外科 柳田晴久

参加費 3,000 円＋年会費 1,000 円＝計 4,000 円

*第 27 回日本小児整形外科学会学術集会の名札で入場できます


